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Abstract 
The microscopic structure and compressive strength of the briquettes produced by means of 
high-pressur巴 briquettingand high-temperature reducing五ringas described in the previous two 
reports are examined and considered. The main results obtained are as fol!ows: 
(1) When the briquettes from magnetic iron sand and bituminous coal are五redat above 1250oC.， 
magnetite is reduced into ferrite (austenite) through wustite very rapidly. Ferrite particles formed 
in such a way are fused and cohered to one another， and form highly strengthened structure. 
(2) Rock-forming materials in magnetic iron sand， ash in coal and五neiron oxide powder are 
fused partially at high temperature， and form glass. This glass五lsthe cavities after carbon was 
consumed 
(3) Reducing reaction begins on the surface of the briquette and proceeds toward its inner part. 
Reduced layer formed in such a way is dense and prevents the gas formed by reducing reaction 
from releasing. As the result， the reducing reaction in the inner part is delayed and causes cracks 
and cavities to form. 
(4) The main factors governing the strength of the briquettes are the degree of reduction， fusing 
and coherence of ferrite formed， presence of cracks and cavities， quantities of residual carbon，五ring
shrinkage， etc. When bituminous coal is added by about 20 pct.， the strength of briquettes has a 
correlation with the degree of reduction in most cases， while in other percentages of coal added it 




































高圧製団，高温還元焼成併用による粉鉄鉱より高還元度プリケットの製造 ~C関する研究(第 3 報) 59 
すことはすでに一般に認められていると乙ろであるが，本法のごとき高温還元においては直接
還元反応の可能性も考えられぬでもなくべ これを否定する根拠もない。 ガつえを媒体とする場
合， 還元反応の進行には CO<の供給源としての酸素が必要となり， ζれが酸化鉄の熱解離よ
り供給され得るとの説もあるが5〉，多くは外気よりの表面還元層を通過しての浸透供給を要す



































































(a) 未磨砕砂鉄配合 x120 (b) 磨砕砂鉄配合 x120 
(c) 末磨砕砂鉄配合 x480 
図-1 砂鉄粒度による組織の変化




























図 2 幌内炭配合の組織 x120 
配合比;80・20:3 
焼成条件;1300oC， 30分
図-3(a)， (b)はともに磨砕砂鉄腕内炭を使用し配合比は 80:20でこれにピッチ 3を加え
たもので焼成条件も 13000Cラ30分とまったく同一条件で製造した還元ブリケットの組織を示
す写真であるが，使用した石炭のおf皮は前者が 48~100 メッシユラ後者が 150メッシュであ





関連があるものと思われるが?磨砕砂鉄の場合， 100~150 メッシュが最適であり， ζ れより粗
粒であっても微粒であっても還元度その他の性質が劣化するととが認められた。










砂鉄:石炭:ピッチの配合比70: 30 : 3， 80: 20 : 3， 90 : 10 : 3の3種について試駄を行な
った。前報で述べたように石炭の配合量はこの方法による還元ブリケット製造の場合ほぼ理論
量である 80:20:3の場合還元度，強度ともに最高の値を示し過剰の配合は有害無益である。事
実， 70 :30: 3配合のブリケットは還元度もいくぶんか低下するが，強度がきわめて低い値を示
す。粒子個々は還元されても，炭素消費後の空隙が大き過ぎ，かっ残留炭素も多量で，粒子相互
の結合はほとんどなく，研磨し顕微鏡試片を作製することさえ，きわめて困難であった。した
がってここでは 90:10: 3配合の顕微鏡写真を示し， 乙の配合による還元ブリケットの組織の
特徴をのべ普通の 80:20:3配合のブリケットの組織と比較論述するにとどめる乙ととする。
図-4(a)， (b)はともに夕張炭使用磨砕砂鉄のブリケットで共に 90:10:3の配合比，石炭粒

















図-5(a)， (b)， (c) はともに磨砕砂鉄，夕張炭 100~150 メッシュを使用，配合比は 80: 20: 3， 





図-6，7 は配合比 80:20:3ラ磨砕li'J、鉄，夕張J夫 100~150 メッシユを使用し， 12500Cで5，
15分焼成したブリケットの顕微鏡写真である。それぞれの図において， (a)は周辺に近い部分，
(b)は中心に近い内部の組織である。 5分焼成では (a)と(b)との差がいちじるしく， 後者はほ
(a) 1150oC， 30分焼成 x120 (b) 1250oC， 30分焼成 x120 





(a) 周辺部 x120 (b) 内 部 x120
図-6 焼成時聞による組織の変化 (1)
間合比;磨砕砂鉄80:夕張炭 (100~150 メッシュ) 20:ピッチ 3
焼成条件;1250oC， 5分
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次に石炭粒度の強度におよぼす影響を図-12(a)， (b)に示す。 概括的には 100~150 メッシ









0 15 30 45 
焼成跨間(分)
(aJ 焼成時間による変化
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